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てだこ市民大学第２回公開講座「市民協働を始めよ
う」がオンラインで開催されました。
今回はまちづくり初級編で、「コロナでもまちづくりを

諦めない」というテーマのもと、琉球大学の畑中寛氏が
協働について基礎的なことや、まちづくり人材を育てる
取り組み、地域課題の解決手法などを紹介しました。
受講者からは「まちづくりにますます関心を持った」、

「協働について深く理解する良い機会になった」などの
声が寄せられ、まちづくりに対する情熱がさらに高まっ
た講座となりました。次回は10月23日に「地域で育てる
子どもたち」を開催します。

中国・泉州市の遺跡群「泉州：宋朝・元朝における世界
のエンポリウム 中国」がユネスコ世界遺産に登録され
ました。22か所からなる遺跡群は、世界のエンポリウム
（商業の中心地）として10～14世紀に国際貿易都市と
して栄えた地域で、港の目印、六

ろく し ょ う と う

勝塔を中心に広がる泉
州湾の光景からは、世界中の商船が出入りした泉州の繁
栄がうかがえます。
遺跡群には、信仰の異なる多様な建造物も多くあり、

今回の世界遺産登録に対し松本市長は「泉州のまちは
世界の宗教や文化が争うことなく共存する、まさに平和
の象徴」とお祝いのメッセージを送りました。

出店業を応援する企画として、毎週水・金曜日の夕
方に市役所平面駐車場で出店業販売応援キャンペーン
「今宵は☆祭り気分をTakeOut」が行われました。
この企画は、イベント等の中止により売り場所を失っ

た出店業者に対し、一時的に市役所敷地内に売り場所を
提供し、売上の一部回復を支援するものです。
キッチンカーから漂うお祭りフードの匂いに誘われ

て、仕事帰りの市職員や、立ち寄った市民がテイクアウト
する姿が見られました。
たこ焼きを購入した市民は「以前にも１度買って美味

しかったので、家族へのお土産にします」と笑顔で話しま
した。

　市では、毎月フードドライブ事業を行っています。フー
ドドライブとは、生活困窮者等への支援を目的として常
温保存が可能で賞味期限が1か月以上あるものや、長期
保存が可能な未開封食品などを集め、援助を必要とす
る人へ配布する活動です。
　集まった食品は、浦添市ボランティア連絡協議会を介
して市内で支援が必要な人に配布されます。これまで
に、こども食堂や生活困窮者、新型コロナウイルスの影
響を受けた人などに配布されています。
問い合わせは、浦添市ボランティア連絡
協議会へ。☎（874）4932

8/28 まちづくりの一歩を踏み出す 7/25 祝！世界遺産登録 ～友好都市 泉州市の遺跡群～9/9 お祭り気分をテイクアウト9/30 提供できる食品を集めています

コロナ禍で売り上げが減少した市内の観光関連事業
者を支援するため、浦添市観光協会と連携し、7月から
市役所１階の銀行ATM前に観光お土産品の販売コー
ナーを設置しています。このコーナーでは、市内事業所
が取り扱っているお土産品、食品、雑貨等を販売してお
り、約1か月ごとに商品を入れ替えています。
出品している事業者は「コロナ禍で大変な中、市役所

で販売できて助かっています。お買い上げいただいた皆
様に感謝です」と話しました。販売コーナーは来年3月末
まで設置予定です。

特殊清掃業者のoffice双葉と、浦添市および浦添市
社会福祉協議会との浦添市地域見守りネットワーク事
業協定締結式が市長応接室で行われました。この事業
は、市内の各団体や企業が、日常業務の中で気づいた地
域住民の異変等を市社協へ連絡することで、安否確認
や声掛け等へつなげるものです。
office双葉の比嘉代表は「民生委員は、厳しい現場に

駆けつける場合もあるため、PTSD（心的外傷後ストレス
障害）になる人が多いと聞き、少しでもその負担を軽減
したいという思いもあります。これまでの経験を生かし、
できる限り頑張りたいです」と意気込みを述べました。

新型コロナウイルスに感染し、自宅療養中や濃厚接触
のため自宅待機を余儀なくされている人で、身近な親族
等からの援助を受けられない人のために、浦添市社会福
祉協議会が支援物資を配達する取り組みを始めました。
一世帯分の食料や日用品が詰まった箱は、浦添市社

会福祉協議会の職員の手で玄関先まで届けられます。
職員の石原さんは「市社協が取り組んできたフードド

ライブ活動を通して、自宅療養者への支援の必要性を感
じていました。今回はコープおきなわ様のご協力により
急ピッチで支援をスタートすることができました」と話し
ました。

8/30 市の特産品を販売中！9/8 地域の安全を見守ります9/13 自宅療養者へ支援物資の配送スタート
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